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ハドロンがその自由度を保ったまま弱束縛したハドロン分子状態など、通常のハドロンとは異
なる内部構造をとるエキゾチックハドロンが注目を集めている。我々は、ある束縛状態における
ハドロン分子状態成分の重み（複合性X [1]）に着目し、模型計算から複合性を求めることでエキ
ゾチックハドロンの内部構造の解明を目指す。そのために、散乱状態と離散固有状態との結合の
みをもつ模型を有効場の理論を用いて構築し、弱束縛状態の複合性を計算した結果、ほとんどの
場合複合的（X > 0.5）であることを示す。これは、弱束縛状態の複合性は X ∼ 1となるという
低エネルギー普遍性の帰結と整合的である。
一方で、エキゾチックハドロンは一般に崩壊幅をもつ不安定状態であり、さらに、弱束縛状態
であっても閾値チャンネル以外に結合チャンネルを持つ場合があるので、チャンネル結合と崩壊
幅の影響を模型に取り入れる。不安定状態の複合性は定義より複素数になるので、波動関数の重
みとして解釈するために実数化した複合性 X̃ [2]を用いる。閾値近傍のエキゾチックハドロンの
代表例として Tcc と X(3872)を考える。X(3872)の結合チャンネル D+D∗− と閾値チャンネル
D0D̄∗0 の閾値差は 8.23 MeVに対し、Tcc の場合 D∗0D+ と D0D∗+ との閾値差は 1.41 MeVと
小さい。Tcc の崩壊幅 0.048 MeVと比較して、X(3872)は 1.19 MeVと広い崩壊幅を持つ。
それぞれの複合性を計算し、結合チャンネルと崩壊幅の影響はどちらも閾値チャンネルの複合
性を減少させることを示す。これは、結合チャンネルが導入されると結合チャンネル成分の波動
関数が増加し、崩壊幅が導入されると崩壊チャンネル成分の波動関数が増加することに伴い、閾値
チャンネルの複合性が減少するためである。Tcc と X(3872)の結果を比較すると、結合チャンネ
ルの影響は Tcc の結果に、崩壊幅の影響は X(3872)の結果にそれぞれより強くあらわれている。
これは、Tcc の方が閾値エネルギー差が小さく、X(3872)の方が崩壊幅が大きいからと解釈でき
る。これらより、チャンネル結合と崩壊幅をもつ状態は、閾値近傍であっても複合性が X ∼ 1よ
り小さくなり、低エネルギー普遍性の帰結からのずれが生まれることがわかる。このように、閾
値近傍の状態でも崩壊幅やチャンネル結合の影響を考慮して複合性を計算する必要があり、Tcc に
はチャンネル結合の影響、X(3872)には崩壊幅の影響をそれぞれ考慮することが重要である。
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